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まつのやま（16）

κイクのヘルメット

色の塗り替えは

　　やめましょう！ノ

　
バ
イ
ク
フ
ァ
ン
の
あ
い
だ
で
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
好
み
の
色
に
塗
り

か
え
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
ま
す

が
、
有
機
溶
剤
を
含
む
塗
料
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
材
料
を
お
か
し
、
も

ろ
く
な
り
落
車
の
シ
ョ
ッ
ク
で
破

壊
さ
れ
た
い
へ
ん
危
険
な
こ
と
で

す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
イ
ク
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
特

定
製
品
」
で
す
。
こ
れ
は
国
が
き

め
た
安
全
基
準
を
守
っ
て
製
造
さ

れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
特
定
製
品
に
は
必
ず
「
S
」

マ
ー
ク
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

，

O

色の塗り替えは強度を

弱くするのでやめましょう！

コード配線は事故のもとノ

　』ノ

コr一ドを柱や壁に固定すると、漏電や火災の
もとになり危険です。電気工事店にたのんで

正しい配線にしましよう。

（財）東北電気保安協会

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
交
通
事
故
が

起
き
た
と
き
、
オ
ー
ト
バ
イ
搭
乗

者
が
で
き
る
だ
け
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
　
あ
る
い
は
な
る
べ
く
軽

い
ケ
ガ
で
す
む
よ
う
に
、
頭
部
を

保
護
す
る
た
め
に
か
ぶ
る
も
の
で

す
。　
す
な
わ
ち
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
よ

る
安
全
の
確
保
は
、
衝
撃
吸
収
性

が
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
で
転
倒
し
た
場

合
、
あ
ご
ひ
も
を
正
し
く
締
め
て

い
な
い
、
あ
る
い
は
転
到
し
た
状

況
等
に
よ
っ
て
は
、
頭
部
に
苛
酷

な
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

頭
部
を
完
全
に
保
護
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
．

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
は
取
扱
説
明
書

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
必
ず
「
ベ
ン
ジ
ン
・
シ
ン
ナ

i
・
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
プ
レ
ー
塗
装

等
の
有
機
溶
剤
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
材
料
を
お
か
し
、
性
能
が
低
下

す
る
の
で
使
用
し
な
い
」
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
す
．

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
性
能
は
、
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
必

ず
正
し
く
取
扱
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
手
入
の
方
法
は
、
中
性

洗
酎
を
う
す
め
た
液
で
拭
き
、
水

で
丸
洗
い
す
る
こ
と
も
さ
け
て
く

だ
さ
い
．

　
ま
た
、
正
し
く
か
ぶ
ら
な
い
と

頭
部
の
保
護
に
な
り
ま
せ
ん
。
取

扱
い
説
明
書
に
従
っ
て
、
き
ち
ん

と
か
ぶ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
　
　
（
製
品
安
全
協
会
）
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『
明
日
の
松
之
山
』
づ
く
り

論
文
や
標
語

　
過
疎
、
で
な
や
む
松
之
山
町
で
は
、

明
か
る
く
住
み
よ
い
町
を
作
ろ
う

う
と
、
町
内
外
か
ら
論
文
や
絵
画

を
募
集
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
を

参
考
に
町
の
総
合
計
画
を
た
て
る

こ
と
に
な
っ
た
。

絵
画
を
募
集

　
募
集
す
る
の
は
「
明
日
の
松
之

山
を
考
え
る
」
の
提
言
。
　
「
ビ
ユ

ー
テ
ィ
フ
ル
ま
つ
の
や
ま
」
の
標

語
。
　
「
松
之
山
の
未
来
像
」
の
絵

画
の
三
部
門
、
で
未
発
表
の
作
品
。

　
応
募
資
格
は
町
内
の
小
・
中
・自然豊かな松之山町（4月17日写す）

高
校
生
と
一
般
町
民
（
小
学
生
は

四
年
生
以
上
）
。
ま
た
松
之
山
町
の

振
興
発
展
に
関
心
を
持
つ
町
外
の

人
の
作
品
も
歓
迎
す
る
。

　
町
、
で
は
、
本
年
度
中
に
昭
和
六

十
一
年
度
か
ら
七
十
年
度
ま
で
の

総
合
計
画
を
た
て
る
の
で
、

い
提
言
、
建
設
的
な
意
見
、

な
　
　
を
　
　
し
て
い
る
の

　
　
募
集
要
領
率新
直し

①
「
明
日
の
松
之
山
町
を
考
え
る
」

　
の
提
言
。

○
中
学
生
の
部

　
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
で
縦
書

　
四
枚
程
度
。

o
高
校
生
の
部
（
他
町
村
で
学
ぶ

者
も
含
む
）

　
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
で
縦
書

　
五
枚
程
度
．

〇
一
般
の
部

　
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
で
縦
書

　
五
枚
程
度
．

②
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ま
つ
の
や

　
ま
」
の
標
言
。

　
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
と
も

　
原
稿
用
紙
、
で
四
十
字
以
内
。

③
「
松
之
山
町
の
未
来
像
あ
絵
画

　
四
年
生
以
上
の
小
学
生
。

　
四
ツ
切
（
三
八
・
四
×
五
四
・

　
四
賛
、
）

▼
募
集
期
問

　
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月
三
十

　
日
ま
、
で
．

▼
送
り
先
・

　
〒
九
四
二
ー
｝
四
・
新
潟
県
東

　
頸
城
郡
松
之
山
町
大
字
松
之
山

　
二
二
二
－
二
、
松
之
山
町
役

　
場
総
務
課
財
務
係
。

▼
作
品
の
審
査

　
町
長
が
委
嘱
し
た
委
員
で
構
成

　
す
る
「
郷
土
提
言
審
査
委
員
会
」

　
が
審
査
．

▼
入
賞
発
表

　
八
月
上
句
に
入
賞
発
表
、
児
童

　
生
徒
は
学
校
、
一
般
は
本
人
あ

　
て
通
知
。
広
報
「
ま
つ
の
や
ま
」

　
紙
上
に
発
表
す
る
。

　
絵
画
等
の
作
品
は
、
秋
の
農
業

　
祭
に
展
示
．

▼
賞
の
授
与

　
提
言
・
標
言
・
絵
画
の
各
部
門

　
と
も
、
最
優
秀
賞
一
編
、
優
秀

　
賞
三
編
に
町
長
賞
を
授
与
。

　
町
長
賞
は
、
賞
状
と
副
賞
（
ト

　
ロ
フ
ィ
ー
ま
た
は
楯
）
を
秋
の

　
農
業
祭
で
贈
る
。

▼
く
わ
し
く
は
、
町
役
場
総
務
課

　
財
政
係
へ
。

⑥まつのやま

『
新
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
』

東
京
の
デ
パ
ー
ト
で
会
員
を
募
集

　
特
定
分
収
林
促
進
事
業
の
「
ふ

る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
」
に
は
、
、
百

人
の
会
員
が
お
り
都
会
の
人
達
か

ら
喜
こ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
ど

は
「
新
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
」

を
つ
く
り
、
東
京
の
デ
。
ハ
ー
ト
で

加
入
を
呼
び
か
け
る
な
ど
会
員
の

募
集
を
始
め
た
。

　
東
京
池
袋
の
西
武
デ
。
ハ
ー
ト
、
で

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
一
日
ま

で
「
日
本
の
一
〇
一
村
展
」
が
開

か
れ
た
が
、
松
之
山
町
も
こ
の
催

し
に
参
加
し
て
、
新
ふ
る
里
ク
ラ

ブ
の
加
入
の
呼
び
か
け
と
町
の
P

R
を
し
た
。

　
新
ふ
る
里
ク
ラ
、
ブ
は
、
分
収
林

は
な
い
が
、
ふ
る
里
農
園
で
野
菜

の
栽
培
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
も
の
。

会
費
は
一
年
二
万
円
で
す
が
、
加

入
期
間
は
五
年
と
し
、
初
年
度
に

五
年
分
（
十
万
円
）
を
一
括
納
入

し
て
も
ら
う
。
募
集
人
員
は
二
．
白

人
。　
会
員
は
、
町
内
の
観
光
施
設
（
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
・
体
育
館
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
民

俗
資
料
館
な
ど
）
の
使
用
料
を
半

額
サ
ー
ビ
ス
。
ふ
る
里
農
園
の
貸

緑の深呼吸。大露然のロマン
湯けむり漂う、ふる里松之山。

付
。
ゼ
ン
マ
イ
・
ワ
ラ
ビ
・
フ
キ

な
ど
の
山
菜
や
野
鳥
こ
け
し
・
木

工
鋤
、
∬
品
等
、
年
四
回
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
特
典
が
あ
る
。

　
ま
た
、
松
之
山
へ
お
い
で
い
た

だ
い
た
と
き
は
温
泉
に
と
、
年
一

回
の
温
泉
無
料
招
待
も
あ
る
。

　
ふ
る
果
農
園
は
、
一
人
三
十
平

方
層
の
畑
を
貸
付
し
て
、
各
自
で

サ
ツ
マ
イ
モ
、
、
シ
ャ
ガ
イ
モ
、
大

根
な
ど
野
菜
類
を
栽
培
、
収
穫
し

て
も
ら
う
。
耕
転
・
肥
料
や
苗
・

種
子
は
町
で
準
備
し
、
管
理
の
で

き
な
い
人
は
委
託
も
で
き
る
。

フ

毒，襲，濠li講襲凝義魏議誹轟難

都会の人たちに加入を呼ぴか

生
ゴ
ミ
処
理
器
の
購
入
に

三
〇
響
の
補
助
金

　
家
庭
．
で
発
生
す
る
生
、
ゴ
ミ
を
、

有
効
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
町

で
は
「
生
、
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
購
入

者
に
三
十
警
の
補
助
金
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
対
象
器
種
は
、
容
量
一
五

〇
μ
の
一
五
〇
型
と
二
四
〇
μ
の

二
四
〇
型
の
二
種
類
。
定
価
は
　

五
〇
型
が
五
干
八
百
円
、
二
四
〇

型
が
八
千
円
。

　
申
し
込
み
は
、
農
協
で
取
り
ま

と
め
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
の

保
健
衛
生
係
か
農
協
へ
。

　
台
所
、
で
発
生
す
る
生
、
ゴ
ミ
や
雑

草
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
入
れ
た

生
、
ゴ
ミ
は
、
発
酵
分
解
し
て
だ
ん

だ
ん
底
の
方
に
沈
ん
、
で
ゆ
き
、
良

質
の
堆
肥
が
で
き
ま
す
。

　
、
で
き
た
堆
肥
は
、
園
芸
用
に
あ

る
い
は
菜
園
に
施
し
て
く
だ
さ
い
。

す
ば
ら
し
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
巾
し
込
み
者
に
は
、
・
生

、
ゴ
ミ
に
付
着
し
た
、
、
ハ
ク
テ
リ
ア
と

地
中
か
ら
の
微
生
物
を
活
発
に
増

繁
殖
さ
せ
、
防
臭
・
防
ハ
エ
・
防

う
じ
に
効
果
が
あ
る
「
堆
肥
化
促

進
剤
」
が
つ
き
ま
ず
。

通気溝を備えた
　　　　堆肥造り器

、
戴

　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
．
伽

鱒置
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に
展
示
．

▼
賞
の
授
与

　
提
言
・
標
言
・
絵
画
の
各
部
門

　
と
も
、
最
優
秀
賞
一
編
、
優
秀

　
賞
三
編
に
町
長
賞
を
授
与
。

　
町
長
賞
は
、
賞
状
と
副
賞
（
ト

　
ロ
フ
ィ
ー
ま
た
は
楯
）
を
秋
の

　
農
業
祭
で
贈
る
。

▼
く
わ
し
く
は
、
町
役
場
総
務
課

　
財
政
係
へ
。

⑥まつのやま

『
新
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
』

東
京
の
デ
パ
ー
ト
で
会
員
を
募
集

　
特
定
分
収
林
促
進
事
業
の
「
ふ

る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
」
に
は
、
、
百

人
の
会
員
が
お
り
都
会
の
人
達
か

ら
喜
こ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
ど

は
「
新
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
」

を
つ
く
り
、
東
京
の
デ
。
ハ
ー
ト
で

加
入
を
呼
び
か
け
る
な
ど
会
員
の

募
集
を
始
め
た
。

　
東
京
池
袋
の
西
武
デ
。
ハ
ー
ト
、
で

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
一
日
ま

で
「
日
本
の
一
〇
一
村
展
」
が
開

か
れ
た
が
、
松
之
山
町
も
こ
の
催

し
に
参
加
し
て
、
新
ふ
る
里
ク
ラ

ブ
の
加
入
の
呼
び
か
け
と
町
の
P

R
を
し
た
。

　
新
ふ
る
里
ク
ラ
、
ブ
は
、
分
収
林

は
な
い
が
、
ふ
る
里
農
園
で
野
菜

の
栽
培
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
も
の
。

会
費
は
一
年
二
万
円
で
す
が
、
加

入
期
間
は
五
年
と
し
、
初
年
度
に

五
年
分
（
十
万
円
）
を
一
括
納
入

し
て
も
ら
う
。
募
集
人
員
は
二
．
白

人
。　
会
員
は
、
町
内
の
観
光
施
設
（
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
・
体
育
館
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
民

俗
資
料
館
な
ど
）
の
使
用
料
を
半

額
サ
ー
ビ
ス
。
ふ
る
里
農
園
の
貸

緑の深呼吸。大露然のロマン
湯けむり漂う、ふる里松之山。

付
。
ゼ
ン
マ
イ
・
ワ
ラ
ビ
・
フ
キ

な
ど
の
山
菜
や
野
鳥
こ
け
し
・
木

工
鋤
、
∬
品
等
、
年
四
回
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
特
典
が
あ
る
。

　
ま
た
、
松
之
山
へ
お
い
で
い
た

だ
い
た
と
き
は
温
泉
に
と
、
年
一

回
の
温
泉
無
料
招
待
も
あ
る
。

　
ふ
る
果
農
園
は
、
一
人
三
十
平

方
層
の
畑
を
貸
付
し
て
、
各
自
で

サ
ツ
マ
イ
モ
、
、
シ
ャ
ガ
イ
モ
、
大

根
な
ど
野
菜
類
を
栽
培
、
収
穫
し

て
も
ら
う
。
耕
転
・
肥
料
や
苗
・

種
子
は
町
で
準
備
し
、
管
理
の
で

き
な
い
人
は
委
託
も
で
き
る
。

フ

毒，襲，濠li講襲凝義魏議誹轟難

都会の人たちに加入を呼ぴか

生
ゴ
ミ
処
理
器
の
購
入
に

三
〇
響
の
補
助
金

　
家
庭
．
で
発
生
す
る
生
、
ゴ
ミ
を
、

有
効
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
町

で
は
「
生
、
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
購
入

者
に
三
十
警
の
補
助
金
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
対
象
器
種
は
、
容
量
一
五

〇
μ
の
一
五
〇
型
と
二
四
〇
μ
の

二
四
〇
型
の
二
種
類
。
定
価
は
　

五
〇
型
が
五
干
八
百
円
、
二
四
〇

型
が
八
千
円
。

　
申
し
込
み
は
、
農
協
で
取
り
ま

と
め
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
の

保
健
衛
生
係
か
農
協
へ
。

　
台
所
、
で
発
生
す
る
生
、
ゴ
ミ
や
雑

草
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
入
れ
た

生
、
ゴ
ミ
は
、
発
酵
分
解
し
て
だ
ん

だ
ん
底
の
方
に
沈
ん
、
で
ゆ
き
、
良

質
の
堆
肥
が
で
き
ま
す
。

　
、
で
き
た
堆
肥
は
、
園
芸
用
に
あ

る
い
は
菜
園
に
施
し
て
く
だ
さ
い
。

す
ば
ら
し
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
巾
し
込
み
者
に
は
、
・
生

、
ゴ
ミ
に
付
着
し
た
、
、
ハ
ク
テ
リ
ア
と

地
中
か
ら
の
微
生
物
を
活
発
に
増

繁
殖
さ
せ
、
防
臭
・
防
ハ
エ
・
防

う
じ
に
効
果
が
あ
る
「
堆
肥
化
促

進
剤
」
が
つ
き
ま
ず
。

通気溝を備えた
　　　　堆肥造り器

、
戴

　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
．
伽

鱒置
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今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
i
客

　
　
．
　
　
　
一
万
九
、
］
O
O
人
で
幕

　
　
ロ

オ
ー
フ
ン
し
て
二
年
目
の
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
で
は
、
四
月
十

四
日
で
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
終

え
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、
十
二

月
十
六
日
か
ら
四
月
十
日
ま
で
の

百
十
五
日
。
訪
れ
た
ス
キ
i
客
は

一
万
九
千
百
人
で
昨
年
を
若
干
上

回
り
、
営
業
日
数
は
昨
年
よ
り
こ

十
四
日
短
か
く
な
っ
て
い
る
が
、

ス
キ
ー
客
は
百
人
増
え
て
い
る
。

，
一
日
当
り
の
ス
キ
ー
客
は
百
六

十
六
人
と
な
り
、
昨
年
（
百
三
十

七
人
）
と
比
、
べ
る
と
二
一
・
二
智

「農業相談室」が

　　開設される

の
伸
び
。
リ
フ
ト
の
一
日
当
り
の

売
り
上
げ
も
［
六
・
七
警
増
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
リ
フ

ト
総
売
上
げ
は
、
昨
年
の
九
六
・

六
督
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
方
面
別
の
ス
キ
ー
客
は
、
地
元

が
五
千
六
百
人
（
二
九
・
三
警
）
、

県
内
が
七
千
四
百
人
（
三
八
・
八

智
）
、
県
外
が
六
干
百
人
（
＝
二
・

九
替
）
。
昨
シ
ー
ズ
ン
に
．
対
し
、
地

元
が
千
二
百
人
の
減
、
県
内
が
三

百
人
、
県
外
が
千
人
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
農
業
技
術
・
経
営
指
導

の
面
で
親
し
ま
れ
て
き
た
農
業
改

良
普
及
所
松
代
支
所
が
、
こ
の
ほ

ど
安
塚
町
（
大
字
安
塚
）
に
あ
る

「
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所
」
へ

統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
普
及
所
で
は
東
頸
東
部
の
農

家
指
導
の
た
め
”
農
業
相
談
室
”

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
稲
作
、
野
菜
、
畜
産
な
ど
、
お

気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ

5月48日㊤～イ9日⑭

い
、
と
普
及
所
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

▼
相
談
室
開
設
所
”
旧
松
代
支
所

▼
相
談
室
開
設
日
”
毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
、
月
曜
が
休
日
の
場
合

　
は
翌
日
の
火
曜
日
）

▼
開
設
時
間
”
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
．
　
　
　
　
　
　
．

▼
電
話
番
号
”

〇
二
五
五
九
（
七
）
二
二
二
〇

大
倉
修
吾
さ
ん
の
司
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
、
五
月

十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
行
わ

れ
ま
す
。
大
花
火
大
会
や
大
倉
修

吾
さ
ん
を
迎
え
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
主
催
の
町
観
光
協
会
と
温
泉
組

合
で
は
、
み
ん
な
で
お
で
か
け
く

だ
さ
い
と
P
R
し
て
い
る
。

　
五
月
＋
八
日

▽
午
後
二
時
か
ら

　
雅
児
行
列
・
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
。

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
上
杉
房
能
公

供
養
．

▽
午
後
四
時
か
ら

　
野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演
・
ち
び

自分の体は
　　　自分で守ろう

総合検診

6月24目～28日

　
っ
こ
み
こ
し
、
山
菜
即
売
。

▽
午
後
七
時
か
ら

　
大
倉
修
吾
さ
ん
の
司
会
に
よ
る

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。

▽
午
後
八
時
半
か
ら

大
花
火
大
△
諏
．

　
五
月
＋
九
日

▽
午
前
十
｝
時
か
ら

　
大
厳
寺
高
原
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

　
ま
つ
り
．
カ
ラ
オ
ケ
・
雪
上
ゲ

ー、

ム
．

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
は
、

中
学
生
以
上
千
三
百
円
、
小
学

生
千
円
、
受
付
は
十
二
時
ま
で
。

大
厳
寺
高
原
行
き
の
バ
ス
は
温

泉
広
場
発
十
時
半
。

5月から水道の
　　　　　　検針を再開
　冬期間永道の検針を休んで

いましたが、5月10日から15
臼の間に検針にまわります。

メーターの周辺を整理してお
いてください。

五
月
十
四
日

　
　
　
　
　
「
教
育
行
政
」

　
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
五
月
十
四
日
上
越
教
育

大
の
若
井
先
生
を
講
師
に
、
教
育

行
政
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
う
予

定
で
す
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で

の
講
演
会

す
の
で
一
般
の
方
々
の
参
加
も
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
若
井
先
生
は
松
之
山
町
小

谷
出
身
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　
五
月
＋
四
日

　
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

　
上
越
教
育
大
学
助
教
授

若
井
弥
『
先
生

▽
演
題

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

生
活
習
慣
の
育
成
に
手
引
書
を
刊
行

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
基
本
的
生
活
習
慣
育
成
の
た
め

の
手
引
書
「
よ
い
生
活
習
慣
を
育

て
よ
う
」
と
い
う
本
を
刊
行
し
、

こ
の
本
を
参
考
資
料
と
し
て
今
後

子
供
達
の
生
活
指
導
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
こ
の
本
は
、
A
5
判
の
百
八
十

六
ぺ
ー
ジ
で
浦
田
中
学
校
長
の
富

岡
先
生
な
ど
町
内
の
生
徒
指
導
の

先
生
方
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も

の
。　
内
容
に
つ
い
て
は
「
広
報
ま
つ

の
や
ま
」
で
来
月
号
か
ら
少
し
づ

っ
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
隔
、
』
期
待

く
だ
さ
い
．

町
謬
ぎ

　
町
内
の
六
年
生
（
四
十
四

人
）
は
、
五
月
九
日
か
ら
τ

泊
二
日
の
修
学
旅
行
で
葛
飾

区
立
清
和
小
学
校
を
訪
れ
交

歓
会
を
行
う
。

（5）まつのやま

小
さ
な
火
「
ま
さ
か
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
す
山
の
火
事

　
林
野
庁
、
消
防
庁
、
新
潟
県
な

ど
の
主
唱
に
よ
り
、
五
月
一
日
か

ら
十
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
統
一
標
語
は
”
小
さ
な

火
「
ま
さ
か
」
が
お
こ
す
山
の
火

事
”
で
す
。
次
の
事
項
に
㌦
、
』
注
意

く
だ
さ
い
．

▽
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、

　
完
全
に
消
化
す
る
。

▽
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

　
す
。

▽
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を

　
投
げ
捨
て
な
い
。

》

▽
強
風
や
異
常
乾
燥
の
時
は
、
た

　
き
火
を
し
な
い
。

▽
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所

　
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

▽
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
。

税
務
職
員

「
国
税
専
門
官
」

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
生
ま

　
れ
の
者
．

▽
受
付
期
間

　
五
月
十
七
日
㈹
か
ら
二
卜
四
日

㈲
ま
で
．

▽
試
験
日

○
第
一
次
試
験

　
ヒ
月
予
三
日
ω
と
十
四
日
㈹

o
第
一
一
次
試
験

　
九
月
十
七
日
伏
力
十
九
日
㈲
の

　
う
ち
指
定
日
。

▽
試
験
地

○
第
一
次
試
験

　
東
京
都
・
高
崎
市
・
辰
野
，
市

募
集

　
新
潟
市
ほ
か
．

○
第
二
次
試
験

　
東
京
都
・
高
崎
市
ほ
か
。

▽
申
込
先

　
第
一
次
試
験
を
管
轄
す
る
国
税

　
局

▽
A
・
格
発
表

○
第
一
次
試
験

　
八
月
二
十
六
日
σ
D

O
最
終
発
表

＋
一
月
一
日
㈹

▽
間
い
A
n
せ
先

　
詳
細
は
、
国
税
局
（
實
〇
三
！

　
二
一
六
－
四
三
四
一
）
か
高
田

　
税
務
署
（
實
〇
二
五
五
－
二
三

ー
四
一
七
一
）
へ
．

補聴器の
　　　具合が
悪い万は

いませんか

　
毎
月
第
三
金
曜
日
に
、
新
潟
補

聴
器
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
聴
覚
の
巡

回
相
談
に
来
て
い
ま
す
。

　
聞
え
の
悪
い
人
、
補
聴
羅
の
具

合
い
が
悪
い
人
は
㌔
、
）
利
用
く
だ
さ

い
。　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
前
も

っ
て
役
場
の
福
祉
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
．
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今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
i
客

　
　
．
　
　
　
一
万
九
、
］
O
O
人
で
幕

　
　
ロ

オ
ー
フ
ン
し
て
二
年
目
の
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
で
は
、
四
月
十

四
日
で
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
終

え
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、
十
二

月
十
六
日
か
ら
四
月
十
日
ま
で
の

百
十
五
日
。
訪
れ
た
ス
キ
i
客
は

一
万
九
千
百
人
で
昨
年
を
若
干
上

回
り
、
営
業
日
数
は
昨
年
よ
り
こ

十
四
日
短
か
く
な
っ
て
い
る
が
、

ス
キ
ー
客
は
百
人
増
え
て
い
る
。

，
一
日
当
り
の
ス
キ
ー
客
は
百
六

十
六
人
と
な
り
、
昨
年
（
百
三
十

七
人
）
と
比
、
べ
る
と
二
一
・
二
智

「農業相談室」が

　　開設される

の
伸
び
。
リ
フ
ト
の
一
日
当
り
の

売
り
上
げ
も
［
六
・
七
警
増
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
リ
フ

ト
総
売
上
げ
は
、
昨
年
の
九
六
・

六
督
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
方
面
別
の
ス
キ
ー
客
は
、
地
元

が
五
千
六
百
人
（
二
九
・
三
警
）
、

県
内
が
七
千
四
百
人
（
三
八
・
八

智
）
、
県
外
が
六
干
百
人
（
＝
二
・

九
替
）
。
昨
シ
ー
ズ
ン
に
．
対
し
、
地

元
が
千
二
百
人
の
減
、
県
内
が
三

百
人
、
県
外
が
千
人
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
農
業
技
術
・
経
営
指
導

の
面
で
親
し
ま
れ
て
き
た
農
業
改

良
普
及
所
松
代
支
所
が
、
こ
の
ほ

ど
安
塚
町
（
大
字
安
塚
）
に
あ
る

「
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所
」
へ

統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
普
及
所
で
は
東
頸
東
部
の
農

家
指
導
の
た
め
”
農
業
相
談
室
”

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
稲
作
、
野
菜
、
畜
産
な
ど
、
お

気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ

5月48日㊤～イ9日⑭

い
、
と
普
及
所
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

▼
相
談
室
開
設
所
”
旧
松
代
支
所

▼
相
談
室
開
設
日
”
毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
、
月
曜
が
休
日
の
場
合

　
は
翌
日
の
火
曜
日
）

▼
開
設
時
間
”
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
．
　
　
　
　
　
　
．

▼
電
話
番
号
”

〇
二
五
五
九
（
七
）
二
二
二
〇

大
倉
修
吾
さ
ん
の
司
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
、
五
月

十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
行
わ

れ
ま
す
。
大
花
火
大
会
や
大
倉
修

吾
さ
ん
を
迎
え
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
主
催
の
町
観
光
協
会
と
温
泉
組

合
で
は
、
み
ん
な
で
お
で
か
け
く

だ
さ
い
と
P
R
し
て
い
る
。

　
五
月
＋
八
日

▽
午
後
二
時
か
ら

　
雅
児
行
列
・
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
。

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
上
杉
房
能
公

供
養
．

▽
午
後
四
時
か
ら

　
野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演
・
ち
び

自分の体は
　　　自分で守ろう

総合検診

6月24目～28日

　
っ
こ
み
こ
し
、
山
菜
即
売
。

▽
午
後
七
時
か
ら

　
大
倉
修
吾
さ
ん
の
司
会
に
よ
る

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。

▽
午
後
八
時
半
か
ら

大
花
火
大
△
諏
．

　
五
月
＋
九
日

▽
午
前
十
｝
時
か
ら

　
大
厳
寺
高
原
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

　
ま
つ
り
．
カ
ラ
オ
ケ
・
雪
上
ゲ

ー、

ム
．

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
は
、

中
学
生
以
上
千
三
百
円
、
小
学

生
千
円
、
受
付
は
十
二
時
ま
で
。

大
厳
寺
高
原
行
き
の
バ
ス
は
温

泉
広
場
発
十
時
半
。

5月から水道の
　　　　　　検針を再開
　冬期間永道の検針を休んで

いましたが、5月10日から15
臼の間に検針にまわります。

メーターの周辺を整理してお
いてください。

五
月
十
四
日

　
　
　
　
　
「
教
育
行
政
」

　
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
五
月
十
四
日
上
越
教
育

大
の
若
井
先
生
を
講
師
に
、
教
育

行
政
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
う
予

定
で
す
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で

の
講
演
会

す
の
で
一
般
の
方
々
の
参
加
も
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
若
井
先
生
は
松
之
山
町
小

谷
出
身
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　
五
月
＋
四
日

　
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

　
上
越
教
育
大
学
助
教
授

若
井
弥
『
先
生

▽
演
題

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

生
活
習
慣
の
育
成
に
手
引
書
を
刊
行

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
基
本
的
生
活
習
慣
育
成
の
た
め

の
手
引
書
「
よ
い
生
活
習
慣
を
育

て
よ
う
」
と
い
う
本
を
刊
行
し
、

こ
の
本
を
参
考
資
料
と
し
て
今
後

子
供
達
の
生
活
指
導
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
こ
の
本
は
、
A
5
判
の
百
八
十

六
ぺ
ー
ジ
で
浦
田
中
学
校
長
の
富

岡
先
生
な
ど
町
内
の
生
徒
指
導
の

先
生
方
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も

の
。　
内
容
に
つ
い
て
は
「
広
報
ま
つ

の
や
ま
」
で
来
月
号
か
ら
少
し
づ

っ
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
隔
、
』
期
待

く
だ
さ
い
．

町
謬
ぎ

　
町
内
の
六
年
生
（
四
十
四

人
）
は
、
五
月
九
日
か
ら
τ

泊
二
日
の
修
学
旅
行
で
葛
飾

区
立
清
和
小
学
校
を
訪
れ
交

歓
会
を
行
う
。

（5）まつのやま

小
さ
な
火
「
ま
さ
か
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
す
山
の
火
事

　
林
野
庁
、
消
防
庁
、
新
潟
県
な

ど
の
主
唱
に
よ
り
、
五
月
一
日
か

ら
十
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
統
一
標
語
は
”
小
さ
な

火
「
ま
さ
か
」
が
お
こ
す
山
の
火

事
”
で
す
。
次
の
事
項
に
㌦
、
』
注
意

く
だ
さ
い
．

▽
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、

　
完
全
に
消
化
す
る
。

▽
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

　
す
。

▽
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を

　
投
げ
捨
て
な
い
。

》

▽
強
風
や
異
常
乾
燥
の
時
は
、
た

　
き
火
を
し
な
い
。

▽
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所

　
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

▽
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
。

税
務
職
員

「
国
税
専
門
官
」

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
生
ま

　
れ
の
者
．

▽
受
付
期
間

　
五
月
十
七
日
㈹
か
ら
二
卜
四
日

㈲
ま
で
．

▽
試
験
日

○
第
一
次
試
験

　
ヒ
月
予
三
日
ω
と
十
四
日
㈹

o
第
一
一
次
試
験

　
九
月
十
七
日
伏
力
十
九
日
㈲
の

　
う
ち
指
定
日
。

▽
試
験
地

○
第
一
次
試
験

　
東
京
都
・
高
崎
市
・
辰
野
，
市

募
集

　
新
潟
市
ほ
か
．

○
第
二
次
試
験

　
東
京
都
・
高
崎
市
ほ
か
。

▽
申
込
先

　
第
一
次
試
験
を
管
轄
す
る
国
税

　
局

▽
A
・
格
発
表

○
第
一
次
試
験

　
八
月
二
十
六
日
σ
D

O
最
終
発
表

＋
一
月
一
日
㈹

▽
間
い
A
n
せ
先

　
詳
細
は
、
国
税
局
（
實
〇
三
！

　
二
一
六
－
四
三
四
一
）
か
高
田

　
税
務
署
（
實
〇
二
五
五
－
二
三

ー
四
一
七
一
）
へ
．

補聴器の
　　　具合が
悪い万は

いませんか

　
毎
月
第
三
金
曜
日
に
、
新
潟
補

聴
器
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
聴
覚
の
巡

回
相
談
に
来
て
い
ま
す
。

　
聞
え
の
悪
い
人
、
補
聴
羅
の
具

合
い
が
悪
い
人
は
㌔
、
）
利
用
く
だ
さ

い
。　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
前
も

っ
て
役
場
の
福
祉
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
．
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まつのやま（6）

所得税の雑損控除を

受けられます

　
豪
雪
で
住
宅
に
損
害
を
受
け
、

災
害
復
旧
を
し
た
人
は
、
所
得
税

の
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
分
の
確
定
申
告
は
、

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
六
日
か
ら

受
付
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
領
収

証
等
の
書
類
を
紛
失
し
な
い
よ
う

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
　
▼
雑
損
控
除

　
雪
害
に
よ
り
住
宅
の
】
部
が
損

壊
す
る
な
ど
、
住
宅
に
損
害
を
う

け
た
場
合
、
住
宅
の
原
状
回
復
の

た
め
に
支
払
っ
た
復
旧
費
の
う
ち
、

町
文
化
協
会
会
員
を
募
集
中

　
　
町
文
化
協
会
で
は
、
今
年
度
の

　
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
加
入

‘
希
望
者
は
六
月
末
日
ま
で
に
事
務

　
局
へ
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
、
で

く
だ
さ
い
．

　
　
会
費
は
、
一
般
会
員
は
五
百
円
、

特
別
賛
助
会
員
の
個
人
が
二
千
円

　
以
上
、
法
人
が
五
千
円
以
上
。

　
　
昨
年
度
は
、
三
百
六
十
九
人
の

　
一
般
会
員
と
特
別
賛
助
会
員
五
十

三
人
が
加
入
。
美
術
展
、
芸
能
祭
、

各
種
グ
ル
ー
プ
の
研
究
会
な
ど
を

開
き
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
く
わ
し
く
は
、
町
公
民
館
（
行

山
パ
ー
一
㎜

募
集
グ
ル
ー
プ

＊
美
術
部
門

　
書
道
・
日
本
画
・
洋
画

工
芸
．

＊
文
芸
部
門

　
俳
句
・
短
歌
・
文
芸
。

＊
．
芸
能
部
門

民
｝
譜
・

　
三
味
線
・
太
鼓
・
尺
八

＊
趣
味
部
門

囲
碁
・

　
芸
・
特
産
食
品
。

工
．
疋
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
金
額
を
、
そ
の
年
の
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
．

▼
控
除
の
手
続
き

　
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
、
住
宅
の
原
状

回
復
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
費
用

の
領
収
証
（
例
え
ば
大
工
・
建
設

会
社
・
屋
根
屋
等
が
発
行
し
た
も

の
）
や
復
旧
工
事
の
見
積
書
・
設

計
図
等
を
確
定
申
告
書
に
添
付
ま

た
は
提
…
．
小
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
惚
劃
　
．
瓶

鳥
艘
あ
　
、
4

探
　
、
。
．
》

　
　
　
　
　
薮
　
餓

5
月
篇
日
嚇

▽
野
鳥
集
会

　
松
之
山
温
泉
・
福
住
館

　
午
後
七
時
半
か
ら
九
時
ま
で

5
月
2
6
日
㈲

▽
探
鳥
会

美
人
林
（
松
口
）

　
松
之
山
温
泉
駐
車
場
を
午
前
四

　
時
半
出
発
。
マ
イ
ク
ロ
、
バ
ス
運

行
．

▽
参
加
の
申
し
込
み
と
詳
細
は
役

　
場
振
興
課
へ
。

5ツー晶』ンコ畦1ラザー選
月

二
六
五
）
内
町
文
化
協
会
へ
。

宏’
　」』

真

日

　
　
歌
舞
伎
・
神
楽
・
詩
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
民
踊

〒
ラ
ス
・
能
楽
滝
楽
．

　
　
華
道
・
盆
栽
・
特
産
工

館休

盈0255
　　（4・3）2’22

7
日
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日
月
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月

日
月
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月

2
日
火
・
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日
㈲
・
20
日
㈲
・
2
7

4
日
火
。
1
0
日
m
。
1
7
日
m
・

24

8
日
月
・

5
日
m
●

－
　
　
　
（

23

「
コ
k
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0
　
月

8
日
火
・

日
月
・

　
1

5
日
火
・

日
”
月
・

　
2
　
ヌ
3
日
火
・

日
月
・
1

　
　
　
3

　
1
　
　
月

1
日
水

　
2
　
　
月

4
日
火

日
月
。

　
3
　
　
月

4
日
火

ヨ
～

24
日
㈹
・
2
5
日
㈹
・
30
日

月28
　　日　ll
　　（月）1 ｛

　　　　（金）

　　　　　14

　　　　　日

　　　　（月）

　
6
日
嶋
・
n
日
ゆ
・

25
日
㈲
・
2
6
日
㈹

月

9
日
㈹
・
1
6
日
σD
・
2
3

日
火

　
　
　
　
8
日
桐
。
9
日
⑳
・
1
3

日
ω
・
1
6
日
㈲
・
20
日
㈲
・
27
日

休
館
日
な
し

　
9
　
　
月

3
日
火
・
9
日
月
・
17
日
㈹
・
1
8

よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

松之山駐在所

部長　松木一夫さん

24
日　12
（月）日

　　　（水）

　　　13

　　　日

　　　（木）

　
　
　
　
．
1
0
日
㈲
・
1
7
日
㈹
・
2
4

▼
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
り
休
館

　
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
訂
正

　
四
月
号
六
ぺ
ー
、
シ
の
教
職
員
の

異
動
で
、
松
之
山
中
学
校
の
教
頭

先
生
の
名
前
が
白
井
鷹
司
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
白
川
鷹
司
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（7）まつのやま

i交通事赦にあっ：たらどうす’るか？

綾

　
と
く
に
余
裕
の
あ
る
人
は
別
と

し
て
、
事
故
に
あ
っ
て
こ
ま
る
の

は
、
す
ぐ
い
ろ
い
ろ
と
お
金
が
入

用
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

急
い
．
で
安
い
示
談
金
、
で
手
を
打
つ

と
い
っ
た
こ
と
も
起
り
ま
す
。

　
加
害
者
側
に
責
任
感
と
誠
意
が

あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
あ
る
程
度

の
金
額
を
被
害
者
に
支
払
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
か
な
い

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
場
合
に
備
え
て
、
ま
ず
次
の

点
に
よ
く
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
者
も
直
接
請
求
で
き
る

　
自
賠
責
保
険
は
、
加
害
者
が
被

害
者
に
賠
償
金
を
支
払
っ
た
後
、

保
険
金
を
損
害
保
険
会
杜
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

被
害
者
が
直
接
、
損
害
者
の
加
入

し
て
い
る
損
害
保
険
会
社
に
請
求

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
（
こ
の
場

合
は
、
保
険
金
と
は
い
わ
ず
、
加

害
賠
償
額
の
請
求
と
呼
ば
れ
ま
す
）

　
加
害
者
側
と
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
一
、
示
談
交
渉
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
と
き
な
ど
に
こ
の
方
法
を
と

れ
ば
、
少
な
く
と
も
自
賠
責
保
険

か
ら
出
る
お
金
だ
け
は
、
受
け
取

れ
ま
す
。

　
任
意
の
自
動
車
保
険
で
も
、
対

人
賠
償
事
故
の
場
合
、
被
害
者
が

保
険
金
相
当
の
損
害
賠
償
額
を
直

接
請
求
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

仮
渡
金
・
内
払
い
制
度
の
活
用

　
そ
れ
に
し
て
も
、
加
害
者
請
求
・

被
害
者
請
求
と
も
支
払
い
ま
で
に

は
あ
る
程
度
日
数
を
要
し
ま
す
。

通
常
の
請
求
方
法
、
で
は
、
損
害
の

総
額
が
確
｛
．
疋
し
な
い
と
請
求
で
き

ま
せ
ん
し
、
請
求
が
受
理
さ
れ
て

か
ら
、
支
払
い
ま
．
で
ふ
つ
う
約
一

カ
月
か
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
被
害
者
が
い
ろ
い
ろ

な
費
用
を
ま
か
な
う
お
金
を
早
く

受
け
と
れ
る
よ
う
に
、
次
の
二
つ

の
仕
組
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

囲
　
ケ
ガ
の
治
療
が
長
引
い
て
い
る

場
合
、
か
さ
む
費
用
を
ど
う
す
る

か
大
き
な
問
題
で
す
が
、
そ
れ
を

救
う
便
法
が
こ
れ
で
す
。

　
損
害
額
が
十
万
円
以
上
に
な
る

と
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
十
万
円

き
ざ
み
で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る

の
、
で
す
。
加
害
者
の
場
合
は
（
実

際
に
支
払
っ
た
金
額
に
つ
い
て
だ

け
）
請
求
、
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の

隔
圏

　
被
害
者
側
が
加
害
者
の
加
入
し

て
い
る
損
害
保
険
会
社
に
請
求
し

ま
す
。
損
害
保
険
会
社
の
本
店
、

支
店
に
請
求
す
れ
ば
、
ふ
つ
う
短

期
間
、
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
支
払
わ
れ
る
金
額
は
、
死
亡
の

場
合
百
六
十
万
円
、
ケ
ガ
の
場
合

そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
四
十
万
円

二
卜
万
円
、
．
五
万
円
の
三
段
階
に

わ
か
れ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
の
要
点

　
補
償
は
人
身
事
故
に
か
ぎ
ら
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
被
害
者
の
時
計
、

自
動
車
、
建
物
等
（
物
の
損
害
）

は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他

人
に
与
え
た
損
害
賠
償
に
か
ぎ
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
事
故
を
起
こ

し
た
車
の
運
転
者
、
あ
る
い
は
運

行
供
用
者
自
身
の
場
合
は
、
自
分

の
車
に
つ
い
て
い
る
自
賠
責
保
険

か
ら
は
　
　
さ
れ
ま
せ
ん
の

圏
　
◆
ケ
ガ
の
場
△
・

　
ケ
ガ
に
よ
る
損
害
（
救
助
捜
索

費
、
治
療
関
係
費
、
慰
謝
料
、
休
業

損
害
）
に
対
し
一
人
に
つ
き
最
高

百
二
十
万
円
ま
．
で
。
慰
謝
料
は
一

日
に
つ
き
三
千
四
百
円
。
休
業
損

害
（
収
入
の
減
少
が
あ
る
場
合
）

一
日
に
つ
き
三
予
七
百
円
、
た
だ

し
そ
れ
以
上
の
休
業
損
害
が
証
明

し
得
る
場
合
は
一
日
に
つ
き
二
万

三
干
円
を
限
度
と
し
て
実
費
保
償
。

　
後
遺
障
害
に
よ
る
損
害
に
対
し

て
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
等
級

に
よ
り
、
一
人
に
つ
き
第
一
級
の

最
高
ニ
モ
万
円
か
ら
第
十
四
級
の

最
高
七
十
五
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
◆
死
亡
の
場
△
・

　
死
亡
に
よ
る
損
害
（
将
来
得
ら

れ
た
は
ず
の
収
入
、
葬
儀
費
、
慰

謝
料
）
に
対
し
て
、
一
人
に
つ
き

最
高
二
干
万
円
ま
で
。

　
死
亡
す
る
ま
で
の
ケ
ガ
に
よ
る

損
害
に
対
し
て
は
、
　
一
人
に
つ
き

最
高
百
二
十
万
円
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
の
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ご
相
談
は
　
　
行
〇
二
五
二
（
二
五
二
八
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
の
　
ニ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
楷
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所得税の雑損控除を

受けられます

　
豪
雪
で
住
宅
に
損
害
を
受
け
、

災
害
復
旧
を
し
た
人
は
、
所
得
税

の
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
分
の
確
定
申
告
は
、

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
六
日
か
ら

受
付
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
領
収

証
等
の
書
類
を
紛
失
し
な
い
よ
う

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
　
▼
雑
損
控
除

　
雪
害
に
よ
り
住
宅
の
】
部
が
損

壊
す
る
な
ど
、
住
宅
に
損
害
を
う

け
た
場
合
、
住
宅
の
原
状
回
復
の

た
め
に
支
払
っ
た
復
旧
費
の
う
ち
、

町
文
化
協
会
会
員
を
募
集
中

　
　
町
文
化
協
会
で
は
、
今
年
度
の

　
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
加
入

‘
希
望
者
は
六
月
末
日
ま
で
に
事
務

　
局
へ
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
、
で

く
だ
さ
い
．

　
　
会
費
は
、
一
般
会
員
は
五
百
円
、

特
別
賛
助
会
員
の
個
人
が
二
千
円

　
以
上
、
法
人
が
五
千
円
以
上
。

　
　
昨
年
度
は
、
三
百
六
十
九
人
の

　
一
般
会
員
と
特
別
賛
助
会
員
五
十

三
人
が
加
入
。
美
術
展
、
芸
能
祭
、

各
種
グ
ル
ー
プ
の
研
究
会
な
ど
を

開
き
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
く
わ
し
く
は
、
町
公
民
館
（
行

山
パ
ー
一
㎜

募
集
グ
ル
ー
プ

＊
美
術
部
門

　
書
道
・
日
本
画
・
洋
画

工
芸
．

＊
文
芸
部
門

　
俳
句
・
短
歌
・
文
芸
。

＊
．
芸
能
部
門

民
｝
譜
・

　
三
味
線
・
太
鼓
・
尺
八

＊
趣
味
部
門

囲
碁
・

　
芸
・
特
産
食
品
。

工
．
疋
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
金
額
を
、
そ
の
年
の
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
．

▼
控
除
の
手
続
き

　
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
、
住
宅
の
原
状

回
復
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
費
用

の
領
収
証
（
例
え
ば
大
工
・
建
設

会
社
・
屋
根
屋
等
が
発
行
し
た
も

の
）
や
復
旧
工
事
の
見
積
書
・
設

計
図
等
を
確
定
申
告
書
に
添
付
ま

た
は
提
…
．
小
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
惚
劃
　
．
瓶

鳥
艘
あ
　
、
4

探
　
、
。
．
》

　
　
　
　
　
薮
　
餓

5
月
篇
日
嚇

▽
野
鳥
集
会

　
松
之
山
温
泉
・
福
住
館

　
午
後
七
時
半
か
ら
九
時
ま
で

5
月
2
6
日
㈲

▽
探
鳥
会

美
人
林
（
松
口
）

　
松
之
山
温
泉
駐
車
場
を
午
前
四

　
時
半
出
発
。
マ
イ
ク
ロ
、
バ
ス
運

行
．

▽
参
加
の
申
し
込
み
と
詳
細
は
役

　
場
振
興
課
へ
。

5ツー晶』ンコ畦1ラザー選
月

二
六
五
）
内
町
文
化
協
会
へ
。

宏’
　」』

真

日

　
　
歌
舞
伎
・
神
楽
・
詩
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
民
踊

〒
ラ
ス
・
能
楽
滝
楽
．

　
　
華
道
・
盆
栽
・
特
産
工

館休

盈0255
　　（4・3）2’22
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日
㈲
・
20
日
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日
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。
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日
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1
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日
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日
m
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0
　
月

8
日
火
・

日
月
・

　
1

5
日
火
・

日
”
月
・

　
2
　
ヌ
3
日
火
・

日
月
・
1

　
　
　
3

　
1
　
　
月

1
日
水

　
2
　
　
月

4
日
火

日
月
。

　
3
　
　
月

4
日
火

ヨ
～

24
日
㈹
・
2
5
日
㈹
・
30
日

月28
　　日　ll
　　（月）1 ｛

　　　　（金）

　　　　　14

　　　　　日

　　　　（月）

　
6
日
嶋
・
n
日
ゆ
・

25
日
㈲
・
2
6
日
㈹

月

9
日
㈹
・
1
6
日
σD
・
2
3

日
火

　
　
　
　
8
日
桐
。
9
日
⑳
・
1
3

日
ω
・
1
6
日
㈲
・
20
日
㈲
・
27
日

休
館
日
な
し

　
9
　
　
月

3
日
火
・
9
日
月
・
17
日
㈹
・
1
8

よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

松之山駐在所

部長　松木一夫さん

24
日　12
（月）日

　　　（水）

　　　13

　　　日

　　　（木）

　
　
　
　
．
1
0
日
㈲
・
1
7
日
㈹
・
2
4

▼
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
り
休
館

　
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
訂
正

　
四
月
号
六
ぺ
ー
、
シ
の
教
職
員
の

異
動
で
、
松
之
山
中
学
校
の
教
頭

先
生
の
名
前
が
白
井
鷹
司
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
白
川
鷹
司
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（7）まつのやま

i交通事赦にあっ：たらどうす’るか？

綾

　
と
く
に
余
裕
の
あ
る
人
は
別
と

し
て
、
事
故
に
あ
っ
て
こ
ま
る
の

は
、
す
ぐ
い
ろ
い
ろ
と
お
金
が
入

用
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

急
い
．
で
安
い
示
談
金
、
で
手
を
打
つ

と
い
っ
た
こ
と
も
起
り
ま
す
。

　
加
害
者
側
に
責
任
感
と
誠
意
が

あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
あ
る
程
度

の
金
額
を
被
害
者
に
支
払
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
か
な
い

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
場
合
に
備
え
て
、
ま
ず
次
の

点
に
よ
く
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
者
も
直
接
請
求
で
き
る

　
自
賠
責
保
険
は
、
加
害
者
が
被

害
者
に
賠
償
金
を
支
払
っ
た
後
、

保
険
金
を
損
害
保
険
会
杜
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

被
害
者
が
直
接
、
損
害
者
の
加
入

し
て
い
る
損
害
保
険
会
社
に
請
求

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
（
こ
の
場

合
は
、
保
険
金
と
は
い
わ
ず
、
加

害
賠
償
額
の
請
求
と
呼
ば
れ
ま
す
）

　
加
害
者
側
と
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
一
、
示
談
交
渉
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
と
き
な
ど
に
こ
の
方
法
を
と

れ
ば
、
少
な
く
と
も
自
賠
責
保
険

か
ら
出
る
お
金
だ
け
は
、
受
け
取

れ
ま
す
。

　
任
意
の
自
動
車
保
険
で
も
、
対

人
賠
償
事
故
の
場
合
、
被
害
者
が

保
険
金
相
当
の
損
害
賠
償
額
を
直

接
請
求
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

仮
渡
金
・
内
払
い
制
度
の
活
用

　
そ
れ
に
し
て
も
、
加
害
者
請
求
・

被
害
者
請
求
と
も
支
払
い
ま
で
に

は
あ
る
程
度
日
数
を
要
し
ま
す
。

通
常
の
請
求
方
法
、
で
は
、
損
害
の

総
額
が
確
｛
．
疋
し
な
い
と
請
求
で
き

ま
せ
ん
し
、
請
求
が
受
理
さ
れ
て

か
ら
、
支
払
い
ま
．
で
ふ
つ
う
約
一

カ
月
か
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
被
害
者
が
い
ろ
い
ろ

な
費
用
を
ま
か
な
う
お
金
を
早
く

受
け
と
れ
る
よ
う
に
、
次
の
二
つ

の
仕
組
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

囲
　
ケ
ガ
の
治
療
が
長
引
い
て
い
る

場
合
、
か
さ
む
費
用
を
ど
う
す
る

か
大
き
な
問
題
で
す
が
、
そ
れ
を

救
う
便
法
が
こ
れ
で
す
。

　
損
害
額
が
十
万
円
以
上
に
な
る

と
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
十
万
円

き
ざ
み
で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る

の
、
で
す
。
加
害
者
の
場
合
は
（
実

際
に
支
払
っ
た
金
額
に
つ
い
て
だ

け
）
請
求
、
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の

隔
圏

　
被
害
者
側
が
加
害
者
の
加
入
し

て
い
る
損
害
保
険
会
社
に
請
求
し

ま
す
。
損
害
保
険
会
社
の
本
店
、

支
店
に
請
求
す
れ
ば
、
ふ
つ
う
短

期
間
、
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
支
払
わ
れ
る
金
額
は
、
死
亡
の

場
合
百
六
十
万
円
、
ケ
ガ
の
場
合

そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
四
十
万
円

二
卜
万
円
、
．
五
万
円
の
三
段
階
に

わ
か
れ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
の
要
点

　
補
償
は
人
身
事
故
に
か
ぎ
ら
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
被
害
者
の
時
計
、

自
動
車
、
建
物
等
（
物
の
損
害
）

は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他

人
に
与
え
た
損
害
賠
償
に
か
ぎ
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
事
故
を
起
こ

し
た
車
の
運
転
者
、
あ
る
い
は
運

行
供
用
者
自
身
の
場
合
は
、
自
分

の
車
に
つ
い
て
い
る
自
賠
責
保
険

か
ら
は
　
　
さ
れ
ま
せ
ん
の

圏
　
◆
ケ
ガ
の
場
△
・

　
ケ
ガ
に
よ
る
損
害
（
救
助
捜
索

費
、
治
療
関
係
費
、
慰
謝
料
、
休
業

損
害
）
に
対
し
一
人
に
つ
き
最
高

百
二
十
万
円
ま
．
で
。
慰
謝
料
は
一

日
に
つ
き
三
千
四
百
円
。
休
業
損

害
（
収
入
の
減
少
が
あ
る
場
合
）

一
日
に
つ
き
三
予
七
百
円
、
た
だ

し
そ
れ
以
上
の
休
業
損
害
が
証
明

し
得
る
場
合
は
一
日
に
つ
き
二
万

三
干
円
を
限
度
と
し
て
実
費
保
償
。

　
後
遺
障
害
に
よ
る
損
害
に
対
し

て
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
等
級

に
よ
り
、
一
人
に
つ
き
第
一
級
の

最
高
ニ
モ
万
円
か
ら
第
十
四
級
の

最
高
七
十
五
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
◆
死
亡
の
場
△
・

　
死
亡
に
よ
る
損
害
（
将
来
得
ら

れ
た
は
ず
の
収
入
、
葬
儀
費
、
慰

謝
料
）
に
対
し
て
、
一
人
に
つ
き

最
高
二
干
万
円
ま
で
。

　
死
亡
す
る
ま
で
の
ケ
ガ
に
よ
る

損
害
に
対
し
て
は
、
　
一
人
に
つ
き

最
高
百
二
十
万
円
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
の
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ご
相
談
は
　
　
行
〇
二
五
二
（
二
五
二
八
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
の
　
ニ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
楷
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NEW葺？MONTHLY《今月の話題》

杉．杉一踏齢

　　1

　
四
月
四
日
町
内
の
、
五
小
学
校
と

二
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ

六
人
の
新
一
年
生
が
誕
生
し
た
。

　
三
省
小
学
校
で
は
、
、

た
め
児
童
．
が
減
少
し
、

　
　
ま
た
来
年
入
学
す
る
児
童
は

　
　
　
六
予
二
年
度
が
一
人
、

十
三
－
年
度
か
ら
六
テ
五
．
年
度
は
そ

れ
ぞ
れ
二
名
、
つ
つ
の
推
計
と
な
っ

　
　
　
　
同
校
の
全
校
児
童
．
数
は

今
年
セ
八
人
で
、
、

　
新
学
期
を
迎
え
た
浦
田
小
学
校

　
　
　
千
葉
県
か
ら
二
人
の
転
校

生
が
や
っ
て
来
て
児
し
革
や
学
校
関

係
者
を
喜
こ
ば
せ
て
い
る
。

原
に
来
た
κ
．
年
生
の
小
見
義
治
く

ん
と
市
川
市
か
ら
中
立
山
に
来
た

一
年
生
の
黒
坂
さ
よ
さ
ん
の
二
人
。

　
　
　
　
今
年
の
新
一
年
生
は
ト

し
人
で
昨
年
よ
り
十
人
も
多
く
学

嚢

　
今
年
の
異
動
で
、

松
之
山
町
に
お
い
で
に
な
り

月
㎜
日
．
口
然
休
養
村
セ
ン
タ
；
で

辞
令
交
付
式
と
．
面
識
会
が
行
わ
れ

　
各
学
校
の
校
長
先
生
と
町
の
三

　
　
　
　
　
副
議
長
、

　
　
　
　
　
　
皆
様
左
の
教
育

に
期
待
し
ま
す
。
｝
と
挨
拶
し
た
。

ニュ』ス・マンスリ1一《今月の話題》

　
四
月
か
ら
町
の
消
防
団
長
に

イ
野
塚
健
一
さ
ん
（
湯
本
）
が
就

　
新
団
長
の
小
野
塚
さ
ん
は
昭
和

四
十
六
年
か
ら
町
の
副
団
長
と
し

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
に

滋
技
術
部
長
と
し
て
の
功
績
が
認

　
　
　
　
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

　
　
　
　
年
齢
も
若
く
、

ら
の
消
防
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

　
高
橋
前
団
長
さ
ん
は
、

三
年
か
ら
消
防
団
に
入
ら
れ
、

禾
ヲ
ヨ
八
年
か
ら
団
長
と
し
て
尽

騨鱗

灘
　
　
・
総
ー

　
　
。
、
懸

　
　
雛
・

畿

凝欝蟻

、
諾
緯

纒

欄，壕

屋根の大きいモダンな建物となっている（完成図）

大
厳
寺
高
原
の
宿
泊
施
設

　
今
年
、
新
林
構
事
業
で
大
厳
寺

高
原
に
新
築
さ
れ
る
休
養
休
憩
施

設
（
宿
泊
施
設
）
の
完
成
図
が
こ

の
ほ
ど
で
き
あ
が
っ
た
。

　
こ
の
建
物
は
、
本
造
二
階
建
で

山
の
建
築
様
式
の
延
面
積
四
百
九

十
八
平
方
解
。
屋
根
の
大
き
い
モ

ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
階
は
フ
ロ
ン
ト
、
食
堂
、
浴

室
、
厨
房
、
休
憩
室
、
和
室
（
一

室
）
。
二
階
に
は
洋
室
が
四
室
、
和

室
が
五
室
あ
り
、
四
十
人
が
宿
泊

で
き
る
．

　
こ
の
工
事
費
は
、
七
千
六
百
八

十
八
万
円
で
今
年
秋
に
は
｛
一
．
兀
成
の

予
定
で
来
年
か
ら
町
の
森
林
組
合

が
運
営
す
る
。

　
場
所
は
希
望
館
の
向
い
、
大
池

を
見
下
す
高
台
、
で
米
山
、
弥
彦
山
、

魚
沼
の
山
並
や
日
本
海
も
望
め
る

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
。

　
h
、
｝
家
族
の
宿
泊
や
研
修
、
集
会

な
ど
に
、
、
）
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
大
厳
寺
高
原
は
年
間
八
万
人
が

訪
れ
、
昨
年
三
予
五
百
人
が
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む
な
ど
、
夏
は
大
変

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
浦
田
保
育
所
の
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
で
は
、
四
月
五
日
東
頸
消
防
署

松
之
山
分
遣
所
の
指
導
で
、
防
火

の
標
語
を
記
入
し
た
短
冊
を
付
け

た
風
せ
ん
を
飛
ば
し
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
た
．

　
こ
の
風
せ
ん
を
見
つ
け
た
ら
、

浦
田
保
育
所
か
松
之
山
分
遣
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
、
春
は
空
気
が
乾
燥
し
で
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
、

火
の
元
に
、
、
』
注
意
く
だ
さ
い
。

・痛田保育所

消防のハッピを着て風せんを飛ばす園児

欝曝r
薮鱒撫．
酬
．

　働（、
驚’

鍵藤。
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噺
．
講
．
．

～
、

職

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
、
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
鍵

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
秋
か
ら
「
豪
雪
対
策
基
金
」
の

募
金
を
始
め
た
が
、
こ
の
呼
び
か

け
に
早
速
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
申
し
込
み
が
来
て
い
る
。

　
四
月
末
現
在
三
百
人
近
い
申
し

込
み
が
あ
り
、
一
般
か
ら
の
目
標

金
額
（
二
千
五
百
万
円
）
に
対
し

て
七
〇
智
を
超
え
る
加
入
巾
し
込

『豪雪対策基金一．に暖かいご援助を

ありがとうございました

豪雪とたたかう老人（1月8日：天水越）

み
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
協
議
会
で
は
暖
か
い
善
意
の

ご
援
助
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
ひ
き
つ
づ
き
加
入
の
申
し
込
み

を
受
付
け
て
い
る
の
で
、
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
一
時
金
の
寄
付

で
も
よ
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
（
一
口
は

年
一
万
円
で
五
年
加
入
）

魚
沼
設
計
事
務
所
（
津
南
町
）

宮
内
測
量
設
計
事
務
所
（
十
日
町

市
）ナ

ル
サ
ワ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
高
田

支
店
（
上
越
市
）

ヤ
マ
ザ
キ
建
築
設
計
事
務
所
（
上

越
市
）

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
㈱
北
陸
支
社

上
越
支
店
（
上
越
市
）

谷
津
　
栄
寿
（
上
越
市
）

新
潟
い
す
ず
自
動
車
直
江
津
営
業

所
（
上
越
市
）

増
田
建
築
設
計
事
務
所
（
安
塚
町
）

新
潟
小
松
販
売
上
越
支
店
（
上
越

市
）

　
　
一
口

宮
越
　
　
清
（
新
井
市
）

澤
田
　
　
稔
（
柏
崎
市
）

長
岡
測
量
社
（
長
岡
市
）

魚
沼
水
道
㈱
（
十
日
町
市
）

十
日
町
測
量
㈱
（
十
日
町
市
）

苗
場
建
設
サ
ー
ビ
ス
（
十
日
町
市
）

　
ニ
ロ
（
一
年
問
の
み
）

㈱
第
四
銀
行
（
新
潟
市
）

　
　
一
口
（
一
年
問
の
み
）

八
十
二
銀
行
直
江
津
支
店
（
上
越

市
）

　
　
一
口
未
満
（
一
年
問
の
み
）

高
橋
　
雄
一
（
新
潟
市
）

　
五
＋
口

㈱
高
橋
組
（
天
水
島
）

　
二
＋
ロ

高
橋
　
與
平
（
東
京
・
吉
池
）

　
＋
ロ

松
之
山
校
友
会
長

小
野
塚
忠
一
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

相
沢
伊
勢
春
（
千
葉
県
市
川
市
）

　
五
口

鈴
木
　
正
雄
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

関
谷
　
茂
雄
（
東
京
都
中
央
区
）

福
原
　
　
賀
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

津
端
　
　
勘
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

吉
池
松
之
山
出
身
会

　
　
　
　
　
（
東
京
・
吉
池
内
）

　
三
口

増
村
　
恒
之
（
東
京
都
江
東
区
）

　
二
口

志
賀
子
之
吉
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

福
原
志
賀
中
島
高
波
村
山
山
岸
山
岸
　
一
口

宮
越
和
久
井
清
平

山
岸
涌
井
涌
井
村
山

春
雄
（
東
京
都
新
宿
区
）

卯
助
（
東
京
都
渋
谷
区
）

　
悟
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

朝
冑
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

英
政
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

喜
作
（
富
山
県
下
新
川
郡
）

栄
吉
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　
馨
（
東
京
都
板
橋
区
）

　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

定
夫
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

運
治
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

た
ま
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

龍
彦
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　
＋
口

村
山
　
政
光
（
松
之
山
）

　
五
口

松
之
山
町
農
業
協
同
組
合
（
松
之
山
）

　
三
口

㈲
飯
塚
建
設
（
浦
田
）

劃
簸
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脚
　 ∞
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㈱
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四
銀
行
松
代
支
店
（
松
之
山
）

五
十
嵐
成
男
（
湯
本
）

　
二
口

保
坂
　
誠
司
（
豊
田
）

田
辺
　
誠
二
（
松
口
）

㈱
大
海
組
（
天
水
島
）

久
保
田
達
司
（
新
田
）

丸
一
鉄
工
所
（
松
之
山
）

　
一
口

小
口
彦
三
郎
（
松
之
山
）

佐
藤
　
　
昇
（
松
之
山
）

樋
口
　
哲
男
（
松
之
山
）

佐
藤
　
大
治
（
天
水
越
）

相
澤
　
達
雄
（
小
谷
）

中鈴福滝山、石若村鈴福村村村高村山滝猪丸根小樋滝樋山志小高滝佐若樋
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乾
三
（
崎
玉
県
草
加
市
）

亮
二
（
東
京
都
中
央
区
）

み
つ
（
東
京
都
品
川
区
）

正
之
（
東
京
都
新
宿
区
〉

三
郎
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

　
肇
（
東
京
都
練
馬
区
）

昭
三
（
千
葉
県
柏
市
）

利
雄
（
千
葉
県
館
山
市
）

幸
作
（
東
京
都
多
摩
市
）

、
、
、
ヨ
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

辰
雄
（
埼
玉
県
草
加
市
）

芳
信
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

澄
子
（
予
葉
県
市
川
市
）

筆
治
（
埼
玉
県
新
座
市
）

昌
三
（
東
京
都
小
金
井
市
）

　
貢
（
東
京
都
葛
飾
区
）

武
夫
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
孜
（
東
京
都
千
代
田
区
）

秀
夫
（
千
葉
県
船
橋
市
）

重
数
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

エ
ツ
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

精
作
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

　
栄
（
東
京
都
新
宿
区
）

　
玲
（
東
京
都
豊
島
区
）

　
孝
（
東
京
都
練
馬
区
）

国
平
（
東
京
都
中
野
区
）

ス
ミ
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

『
郎
（
東
京
都
大
田
区
）

　
清
（
下
葉
県
船
橋
市
）

　
弘
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
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、
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（
東
京
都
練
馬
区
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博
（
崎
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県
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市
）
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塚
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潟
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岸
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や

村
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郎
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）
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蝦
池
）
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夫
（
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）
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幸
（
天
水
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）
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一
（
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山
）

定
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（
天
水
島
）
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夫
（
田
麦
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）
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三
（
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梨
）
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雄
（
松
口
）

　
　
（
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尾
）
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治
（
湯
本
）

尚
一
二
松
之
山
）
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一
（
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山
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（
湯
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（
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京
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区
）
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（
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京
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市
）
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（
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区
）
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一
年
間
の
み
）
一

重
末
（
予
葉
県
船
橋
市
）
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夫
（
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葉
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干
葉
市
）
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一
年
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み
）
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（
予
葉
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船
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市
）
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東
京
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区
）
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（
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郡
）

　
　
（
都
立
城
北
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、
ン
ト
ン
部
卒
業
生
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口

村
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郎
他
（
新
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市
）
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五
口

福
田
道
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（
松
代
町
）
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口
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越
舗
道
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（
十
日
町
市
）

　
五
口
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越
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土
測
量
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（
上
越
市
）
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口
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橋
　
十
一
（
大
島
村
）
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ロ

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
十
日

町
市
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　高沢
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輔
（
松
之
山
）

む
ら
や
ま
文
具
店
（
松
之
山
）

村
山
自
動
車
整
備
工
場
（
湯
本
）
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た
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旅
館
（
湯
本
）
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館
（
湯
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）
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橋
　
慶
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（
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本
）
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屋
旅
館
（
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本
）
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屋
旅
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（
湯
本
）
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館
（
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本
）

和
泉
屋
旅
館
（
湯
本
）
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川
屋
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館
（
湯
本
）

千
歳
館
（
湯
本
）

東
部
タ
ク
シ
ー
（
湯
本
）

凌
雲
閣
松
之
山
ホ
テ
ル
（
天
水
島
）

明
星
旅
館
（
天
水
鳥
）

高
橋
　
慶
春
（
天
水
島
）

邨
山
　
正
堅
（
藤
原
）

久
保
田
光
栄
（
天
水
島
）
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内
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橋
本
山
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橋
田
中
石
塚
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口

樋
熊
　
七
口

平
原

校
畏
会
）

　
一
口

吉
川
松
之
山
町
商
工
会

義
一
（
湯
之
鳥
）

英
一
（
中
尾
）

秀
昭
（
曽
根
）

寛
一
（
松
口
）

怜
（
高
校
）

正
彦
（
湯
之
島
）

（
一
年
間
の
み
）

琢
成
（
松
之
山
）

（
一
年
問
の
み
）

栄
二
他
六
名
（
松
之
山
町

（
一
年
問
の
み
）

剛
尚
（
松
口
）

　
　
　
　
（
松
之
山
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
秋
か
ら
「
豪
雪
対
策
基
金
」
の

募
金
を
始
め
た
が
、
こ
の
呼
び
か

け
に
早
速
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
申
し
込
み
が
来
て
い
る
。

　
四
月
末
現
在
三
百
人
近
い
申
し

込
み
が
あ
り
、
一
般
か
ら
の
目
標

金
額
（
二
千
五
百
万
円
）
に
対
し

て
七
〇
智
を
超
え
る
加
入
巾
し
込

『豪雪対策基金一．に暖かいご援助を

ありがとうございました

豪雪とたたかう老人（1月8日：天水越）

み
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
協
議
会
で
は
暖
か
い
善
意
の

ご
援
助
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
ひ
き
つ
づ
き
加
入
の
申
し
込
み

を
受
付
け
て
い
る
の
で
、
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
一
時
金
の
寄
付

で
も
よ
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
（
一
口
は

年
一
万
円
で
五
年
加
入
）

魚
沼
設
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津
南
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宮
内
測
量
設
計
事
務
所
（
十
日
町

市
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ル
サ
ワ
コ
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サ
ル
タ
ン
ト
高
田

支
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（
上
越
市
）

ヤ
マ
ザ
キ
建
築
設
計
事
務
所
（
上

越
市
）

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
㈱
北
陸
支
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上
越
支
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（
上
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市
）
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上
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潟
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設
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潟
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（
新
潟
市
）

　
　
一
口
（
一
年
問
の
み
）

八
十
二
銀
行
直
江
津
支
店
（
上
越

市
）

　
　
一
口
未
満
（
一
年
問
の
み
）

高
橋
　
雄
一
（
新
潟
市
）

　
五
＋
口

㈱
高
橋
組
（
天
水
島
）

　
二
＋
ロ

高
橋
　
與
平
（
東
京
・
吉
池
）

　
＋
ロ

松
之
山
校
友
会
長

小
野
塚
忠
一
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

相
沢
伊
勢
春
（
千
葉
県
市
川
市
）

　
五
口

鈴
木
　
正
雄
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

関
谷
　
茂
雄
（
東
京
都
中
央
区
）

福
原
　
　
賀
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

津
端
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口
）
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組
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）
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新
田
）

丸
一
鉄
工
所
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之
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口
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郎
（
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之
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佐
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男
（
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（
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乾
三
（
崎
玉
県
草
加
市
）

亮
二
（
東
京
都
中
央
区
）

み
つ
（
東
京
都
品
川
区
）

正
之
（
東
京
都
新
宿
区
〉

三
郎
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

　
肇
（
東
京
都
練
馬
区
）

昭
三
（
千
葉
県
柏
市
）

利
雄
（
千
葉
県
館
山
市
）

幸
作
（
東
京
都
多
摩
市
）

、
、
、
ヨ
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

辰
雄
（
埼
玉
県
草
加
市
）

芳
信
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

澄
子
（
予
葉
県
市
川
市
）

筆
治
（
埼
玉
県
新
座
市
）

昌
三
（
東
京
都
小
金
井
市
）

　
貢
（
東
京
都
葛
飾
区
）

武
夫
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
孜
（
東
京
都
千
代
田
区
）

秀
夫
（
千
葉
県
船
橋
市
）

重
数
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

エ
ツ
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

精
作
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

　
栄
（
東
京
都
新
宿
区
）

　
玲
（
東
京
都
豊
島
区
）

　
孝
（
東
京
都
練
馬
区
）

国
平
（
東
京
都
中
野
区
）

ス
ミ
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

『
郎
（
東
京
都
大
田
区
）

　
清
（
下
葉
県
船
橋
市
）

　
弘
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

ス
、
、
、
（
東
京
都
練
馬
区
）

　
博
（
崎
玉
県
川
口
市
）

村
山
里
志

小
野
塚
保
夫

カ
ン
ェ
ツ
興
業
新
潟
支
店
（
松
之
山
〉

大
武
工
務
店

村
山
建
材

久
保
田
正
敏

村
山
猪
俣

山
岸

田
辺
伊
藤
小
島
屋
製
菓
店

み
の
り
や
書
店

田
辺
福
原
さ
か
や

村
山
政
次
郎

志
賀 小力関竹田田柳高保相本高樋佐田

口・ζ谷内辺辺　橋坂沢山橋口藤辺
　
　
（
赤
倉
）

　
　
（
上
蝦
池
）

一
夫
（
新
田
）

利
幸
（
天
水
越
）
、

眞
一
（
湯
山
）

定
安
（
天
水
島
）

｝
夫
（
田
麦
立
）

良
三
（
水
梨
）

武
雄
（
松
口
）

　
　
（
中
尾
）

靖
治
（
湯
本
）

尚
一
二
松
之
山
）

愼
一
（
松
之
山
）

　
　
（
湯
之
島
）

　
動
…
（
里
…
A
眉
）

利
往
（
湯
山
）

　
　
（
松
之
山
）

　
（
北
浦
田
）

　
　
（
松
之
山
）

正
英
（
橋
詰
）

浩
一
（
松
之
山
）

繁
勝
（
松
之
山
）

進
一
（
松
之
山
）

与
｝
（
松
之
山
）

　
　
　
（
新
山
）

　
　
　
（
松
之
山
）

啓
治
（
松
之
山
）

庚
造
（
湯
本
）

（
松
之
山
）

　
　
（
松
之
山
）

健
二
（
松
之
山
）

村村高　相樋　志志相村村山重相
山山浪一沢口三賀賀沢山山岸野沢
　　　　口　　　　　　　口

蛭
川
他
四
名

春
吉
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

謙
吉
（
千
葉
県
船
橋
市
）

恒
夫
（
東
京
都
葛
飾
区
）

竹
次
（
埼
玉
県
入
間
市
V

　
潔
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

利
男
（
東
京
都
荒
川
区
）

ヨ
シ
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

義
春
（
東
京
都
板
橋
区
）

（
一
年
間
の
み
）
一

重
末
（
予
葉
県
船
橋
市
）

俊
夫
（
千
葉
県
干
葉
市
）

（
一
年
問
の
み
）

呂
治
（
予
葉
県
船
橋
市
）

照
夫
（
東
京
都
足
立
区
）

衡
栄
（
千
葉
県
東
葛
飾
郡
）

　
　
（
都
立
城
北
高
校
バ

ド
、
・
、
ン
ト
ン
部
卒
業
生
）

　
二
＋
口

村
山
黄
三
郎
他
（
新
潟
市
）

　
＋
五
口

福
田
道
路
㈱
（
松
代
町
）

　
＋
口

上
越
舗
道
㈱
（
十
日
町
市
）

　
五
口

上
越
国
土
測
量
㈱
（
上
越
市
）

　
三
口

高
橋
　
十
一
（
大
島
村
）

　
ニ
ロ

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
十
日

町
市
）

　高沢

　
愼
輔
（
松
之
山
）

む
ら
や
ま
文
具
店
（
松
之
山
）

村
山
自
動
車
整
備
工
場
（
湯
本
）

　
つ
た
や
旅
館
（
湯
本
）

福
住
館
（
湯
本
）

高
橋
　
慶
作
（
湯
本
）

玉
城
屋
旅
館
（
湯
本
）

米
屋
旅
館
（
湯
本
）

　
野
本
旅
館
（
湯
本
）

和
泉
屋
旅
館
（
湯
本
）

白
川
屋
旅
館
（
湯
本
）

千
歳
館
（
湯
本
）

東
部
タ
ク
シ
ー
（
湯
本
）

凌
雲
閣
松
之
山
ホ
テ
ル
（
天
水
島
）

明
星
旅
館
（
天
水
鳥
）

高
橋
　
慶
春
（
天
水
島
）

邨
山
　
正
堅
（
藤
原
）

久
保
田
光
栄
（
天
水
島
）

竹
内
高
橋
本
山
高
橋
田
中
石
塚
　
二
口

樋
熊
　
七
口

平
原

校
畏
会
）

　
一
口

吉
川
松
之
山
町
商
工
会

義
一
（
湯
之
鳥
）

英
一
（
中
尾
）

秀
昭
（
曽
根
）

寛
一
（
松
口
）

怜
（
高
校
）

正
彦
（
湯
之
島
）

（
一
年
間
の
み
）

琢
成
（
松
之
山
）

（
一
年
問
の
み
）

栄
二
他
六
名
（
松
之
山
町

（
一
年
問
の
み
）

剛
尚
（
松
口
）

　
　
　
　
（
松
之
山
）
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つ
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1
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ア
2
ピ
「

年金保養基地

グリーiン

　
中
魚
沼
郡
津
南
町
に
今
年
十
二

月
、
大
規
模
年
金
保
養
基
地
「
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
」
が
誕
生
す
る
。

　
高
齢
者
に
生
き
が
い
の
あ
る
、

有
意
義
な
生
活
を
｝
．
迷
る
場
を
提
供

し
、
家
族
や
｝
般
の
人
た
ち
の
健

全
な
余
暇
利
用
に
と
、
昭
和
五
十

四
年
八
月
に
着
工
さ
れ
、
今
年
十

月
に
完
成
、
十
二
月
開
業
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

▼
’
イ
～
方
言

　
客
室
数
｝
○
一

　
．
κ
人
。

▼
飲
食
施
肌
収

　
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　
イ
、
バ
i
、
カ
フ

　
類
コ
ー
ナ
ー
、

▼
宴
会
・

　
大
・
中
・

　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
場
．
．

▼
駐
卓
場

　
乗
用
屯
『
、

▼
屋
内
広
場

　
屋
内
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ル
、

　
コ
ー
ナ
i
、

　
用
地
は
三
百
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
で
後
楽
園
球
場
の
約
百
倍
あ
り
、

全
国
卜
｝
カ
所
の
基
地
の
一
つ
と

な
る
。

　
苗
場
山
麓
高
原
の
雄
大
な
眺
望

の
中
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
り
一
年
中
楽
し
め
る
。
会
社

の
団
体
や
学
生
の
合
宿
、
グ
ル
！

プ
や
、
、
一
家
族
の
利
用
に
最
適
で
す
。

・
王
な
施
設

　
』
百
白
L
也
凡
又

室
声
．
疋
員
四
．
κ

　
　
　
和
食
堂
、
ス
カ

　
　
　
エ
テ
リ
ア
、
麺

　
　
　
リ
ア
ィ
ス
コ
の

集
蕪
室
・
饗

　
　
　
、
大
・
小
宴
会

　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
ム
・
．

　
　
　
　
　
　
i
ト
、
屋
内
プ

　
　
　
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
．
早
球

　
　
　
　
　
ラ
ウ
ン
、
シ
。

▼
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
全
：
天
候
型
）
㎜

　
三
而
、
プ
ー
ル
、
ト
リ
ム
コ
ー

至獄渇

伽

蘭
越ち

良
動
車
道
諦
京

　
ス
（
三
六
ポ
イ
ン
ト
）
、

　
グ
ラ
ン
ド
（
サ
ッ
カ
i
、

　
ビ
i
等
用
）
、

　
卜
　
（
ロ
ー
ン
ボ
ー
ル

　
ン
ト
ン
等
用
）
、

　
ロ
ー
ド
（
全
長
ニ

　
サ
イ
ク
ル
広
場
（
幼
児
用
）
、

　
生
広
場
。

▼
ス
キ
i
場

○
ゲ
レ
ン
デ
翫
1
（
夜
問
照
明
、

　
初
・
中
・
上
級
向
）
五
〇
〇
甘
、

　
四
〇
〇
“
．

○
ゲ
レ
ン
デ
臨
2
（
上
級
向
）

　
七
〇
〇
好
。

○
ゲ
レ
ン
デ
翫
3
（
初
・
中
級
向
）

　
四
〇
〇
“
、
．
κ
O
O
肩
。

○
ゲ
レ
ン
デ
M
．
4
（
初
・
中
級
向
）

　
四
〇
〇
眉
、
ペ
ア
リ
フ
ト
四
基
。

▼
そ
の
他

　
士
冗
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
。

・
墨

　
　
　
し

　
　
　
多
［
的

　
　
　
　
一
フ
グ

軽
ス
ポ
ー
ツ
コ
i

　
　
、
、
バ
ド
ミ

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
・
L
ハ
キ
・
）
、

　
　
　
　
　
芝

印緩税

護
認
◎

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、

受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、
売
買
契

約
書
を
は
じ
め
借
用
書
、
領
収
書
、

手
形
、
商
品
券
、
株
券
、
預
金
証

書
、
地
代
家
賃
の
通
帳
、
委
任
状

な
ど
、
印
紙
税
の
か
か
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
印
紙
税
の
税
額
は
、
預
金

証
書
や
委
任
状
な
ど
の
｝
通
ま
た

は
、
一
冊
ご
と
の
定
額
の
も
の
と

売
買
契
約
書
や
領
収
書
な
ど
の
よ

う
に
、
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
．

『
金
額
に
よ
っ
て
税
額
が
異
な
る
も

の
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
、
文
書
を
作
成
し
た
人

が
、
そ
の
文
書
に
、
定
め
ら
れ
た

額
の
収
入
印
紙
を
は
り
、
文
書
と

印
紙
の
、
両
方
に
か
か
る
よ
う
に
消

印
し
て
納
め
ま
す
。

に
一“

｝司し、
》王

意

納
得
し
て
か
ら
契
約
を

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
お
宅
に
来
た

ら
、
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
か

よ
く
考
え
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
必
要
で
な
け
れ
ば
勇

気
を
も
っ
て
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
内
容
を
よ
く
読
ん
で
確
認

し
た
あ
と
で
印
鑑
を
押
し
ま
し
よ

う
。
　
契
約
ま
た
は
申
し
込
み
を
し
た

，
と
き
は
書
面
が
、
現
金
．
販
売
の
と

き
は
領
収
書
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
社
団
法
人
日
本
訪
問
販
売
協
．
会

で
は
、
訪
問
販
売
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
登
録
制
度
を
設

け
、
業
種
ご
と
に
訪
問
販
売
員
に

「
教
育
登
録
証
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
．

　
悪
質
な
訪
問
販
売
や
海
外
商
品

取
引
き
、
金
の
現
物
ま
が
い
の
取

引
き
に
隔
、
狂
意
し
ま
し
よ
う
。

　
訪
問
販
売
に
関
す
る
、
、
』
相
談
は
、

東
京
通
商
産
業
局
消
費
者
相
談
室

（
費
〇
三
⊥
二
六
1
．
五
六
璽
）

へ
。

片
彰
馳
灘
到

　
契
約
し
た
商
品
が
本
当
に
必
要

か
冷
静
に
考
え
直
す
期
間
（
告
知

さ
れ
た
日
を
含
む
七
日
問
）
で
す
。

七
日
間
以
内
な
ら
無
条
件
で
契
約

の
解
除
（
ま
た
は
、
申
込
み
の
徹

回
）
が
、
で
き
ま
す
。

　
解
除
（
徹
回
）
を
す
る
と
き
は
、

電
話
で
な
く
必
ず
書
而
（
で
き
れ

ば
内
容
証
明
郵
便
）
で
中
し
出
ま

し
ょ
’
つ
。

母
多
窮
も
あ
る

①
代
金
を
全
部
支
払
っ
た
と
き
。

　
（
商
・
…
を
受
け
取
り
、
代
金
を

　
全
額
支
払
っ
た
も
の
）

②
化
粧
．
品
、
セ
ッ
ト
も
の
商
品
な

　
ど
消
耗
品
で
消
費
す
れ
ば
ク
！

　
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
く
な

　
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
場
合
に
お

　
い
て
一
部
消
費
し
た
も
の
。

③
乗
用
白
動
車
．

簿轟
　
県
民
総
参
加
の
県
政
を
と
、
新

潟
県
総
務
部
で
は
、
知
事
へ
の
た

よ
り
と
し
て
「
県
政
ポ
ス
ト
」
の

弱
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
県
政
ポ
ス
ト
は
、
広
く
↓

般
か
ら
県
政
に
つ
い
て
の
建
設
的

な
意
見
や
、
、
｝
希
望
を
「
ハ
ガ
キ
」

に
よ
り
知
胚
に
寄
せ
て
も
ら
う
も

の
で
す
。

　
あ
て
名
が
記
入
し
て
あ
る
、
官

製
ハ
ガ
キ
が
役
場
に
あ
り
ま
す
の

で
、
、
）
利
用
く
だ
さ
い
。

（B）まつのやま

さ痂やか瘡

　　轟卵ノ設讐！イ

陽1川へ 　こま魚遅
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、
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年金保養基地

グリーiン

　
中
魚
沼
郡
津
南
町
に
今
年
十
二

月
、
大
規
模
年
金
保
養
基
地
「
グ

リ
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ン
ピ
ア
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南
」
が
誕
生
す
る
。

　
高
齢
者
に
生
き
が
い
の
あ
る
、

有
意
義
な
生
活
を
｝
．
迷
る
場
を
提
供

し
、
家
族
や
｝
般
の
人
た
ち
の
健

全
な
余
暇
利
用
に
と
、
昭
和
五
十

四
年
八
月
に
着
工
さ
れ
、
今
年
十

月
に
完
成
、
十
二
月
開
業
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

▼
’
イ
～
方
言

　
客
室
数
｝
○
一

　
．
κ
人
。

▼
飲
食
施
肌
収

　
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　
イ
、
バ
i
、
カ
フ

　
類
コ
ー
ナ
ー
、

▼
宴
会
・

　
大
・
中
・

　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
場
．
．

▼
駐
卓
場

　
乗
用
屯
『
、

▼
屋
内
広
場

　
屋
内
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ル
、

　
コ
ー
ナ
i
、

　
用
地
は
三
百
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
で
後
楽
園
球
場
の
約
百
倍
あ
り
、

全
国
卜
｝
カ
所
の
基
地
の
一
つ
と

な
る
。

　
苗
場
山
麓
高
原
の
雄
大
な
眺
望

の
中
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
り
一
年
中
楽
し
め
る
。
会
社

の
団
体
や
学
生
の
合
宿
、
グ
ル
！

プ
や
、
、
一
家
族
の
利
用
に
最
適
で
す
。

・
王
な
施
設

　
』
百
白
L
也
凡
又

室
声
．
疋
員
四
．
κ

　
　
　
和
食
堂
、
ス
カ

　
　
　
エ
テ
リ
ア
、
麺

　
　
　
リ
ア
ィ
ス
コ
の

集
蕪
室
・
饗

　
　
　
、
大
・
小
宴
会

　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
ム
・
．

　
　
　
　
　
　
i
ト
、
屋
内
プ

　
　
　
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
．
早
球

　
　
　
　
　
ラ
ウ
ン
、
シ
。

▼
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
全
：
天
候
型
）
㎜

　
三
而
、
プ
ー
ル
、
ト
リ
ム
コ
ー

至獄渇

伽

蘭
越ち

良
動
車
道
諦
京

　
ス
（
三
六
ポ
イ
ン
ト
）
、

　
グ
ラ
ン
ド
（
サ
ッ
カ
i
、

　
ビ
i
等
用
）
、

　
卜
　
（
ロ
ー
ン
ボ
ー
ル

　
ン
ト
ン
等
用
）
、

　
ロ
ー
ド
（
全
長
ニ

　
サ
イ
ク
ル
広
場
（
幼
児
用
）
、

　
生
広
場
。

▼
ス
キ
i
場

○
ゲ
レ
ン
デ
翫
1
（
夜
問
照
明
、

　
初
・
中
・
上
級
向
）
五
〇
〇
甘
、

　
四
〇
〇
“
．

○
ゲ
レ
ン
デ
臨
2
（
上
級
向
）

　
七
〇
〇
好
。

○
ゲ
レ
ン
デ
翫
3
（
初
・
中
級
向
）

　
四
〇
〇
“
、
．
κ
O
O
肩
。

○
ゲ
レ
ン
デ
M
．
4
（
初
・
中
級
向
）

　
四
〇
〇
眉
、
ペ
ア
リ
フ
ト
四
基
。

▼
そ
の
他

　
士
冗
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
。

・
墨

　
　
　
し

　
　
　
多
［
的

　
　
　
　
一
フ
グ

軽
ス
ポ
ー
ツ
コ
i

　
　
、
、
バ
ド
ミ

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
・
L
ハ
キ
・
）
、

　
　
　
　
　
芝

印緩税

護
認
◎

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、

受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、
売
買
契

約
書
を
は
じ
め
借
用
書
、
領
収
書
、

手
形
、
商
品
券
、
株
券
、
預
金
証

書
、
地
代
家
賃
の
通
帳
、
委
任
状

な
ど
、
印
紙
税
の
か
か
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
印
紙
税
の
税
額
は
、
預
金

証
書
や
委
任
状
な
ど
の
｝
通
ま
た

は
、
一
冊
ご
と
の
定
額
の
も
の
と

売
買
契
約
書
や
領
収
書
な
ど
の
よ

う
に
、
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
．

『
金
額
に
よ
っ
て
税
額
が
異
な
る
も

の
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
、
文
書
を
作
成
し
た
人

が
、
そ
の
文
書
に
、
定
め
ら
れ
た

額
の
収
入
印
紙
を
は
り
、
文
書
と

印
紙
の
、
両
方
に
か
か
る
よ
う
に
消

印
し
て
納
め
ま
す
。

に
一“

｝司し、
》王

意

納
得
し
て
か
ら
契
約
を

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
お
宅
に
来
た

ら
、
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
か

よ
く
考
え
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
必
要
で
な
け
れ
ば
勇

気
を
も
っ
て
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
内
容
を
よ
く
読
ん
で
確
認

し
た
あ
と
で
印
鑑
を
押
し
ま
し
よ

う
。
　
契
約
ま
た
は
申
し
込
み
を
し
た

，
と
き
は
書
面
が
、
現
金
．
販
売
の
と

き
は
領
収
書
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
社
団
法
人
日
本
訪
問
販
売
協
．
会

で
は
、
訪
問
販
売
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
登
録
制
度
を
設

け
、
業
種
ご
と
に
訪
問
販
売
員
に

「
教
育
登
録
証
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
．

　
悪
質
な
訪
問
販
売
や
海
外
商
品

取
引
き
、
金
の
現
物
ま
が
い
の
取

引
き
に
隔
、
狂
意
し
ま
し
よ
う
。

　
訪
問
販
売
に
関
す
る
、
、
』
相
談
は
、

東
京
通
商
産
業
局
消
費
者
相
談
室

（
費
〇
三
⊥
二
六
1
．
五
六
璽
）

へ
。

片
彰
馳
灘
到

　
契
約
し
た
商
品
が
本
当
に
必
要

か
冷
静
に
考
え
直
す
期
間
（
告
知

さ
れ
た
日
を
含
む
七
日
問
）
で
す
。

七
日
間
以
内
な
ら
無
条
件
で
契
約

の
解
除
（
ま
た
は
、
申
込
み
の
徹

回
）
が
、
で
き
ま
す
。

　
解
除
（
徹
回
）
を
す
る
と
き
は
、

電
話
で
な
く
必
ず
書
而
（
で
き
れ

ば
内
容
証
明
郵
便
）
で
中
し
出
ま

し
ょ
’
つ
。

母
多
窮
も
あ
る

①
代
金
を
全
部
支
払
っ
た
と
き
。

　
（
商
・
…
を
受
け
取
り
、
代
金
を

　
全
額
支
払
っ
た
も
の
）

②
化
粧
．
品
、
セ
ッ
ト
も
の
商
品
な

　
ど
消
耗
品
で
消
費
す
れ
ば
ク
！

　
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
く
な

　
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
場
合
に
お

　
い
て
一
部
消
費
し
た
も
の
。

③
乗
用
白
動
車
．

簿轟
　
県
民
総
参
加
の
県
政
を
と
、
新

潟
県
総
務
部
で
は
、
知
事
へ
の
た

よ
り
と
し
て
「
県
政
ポ
ス
ト
」
の

弱
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
県
政
ポ
ス
ト
は
、
広
く
↓

般
か
ら
県
政
に
つ
い
て
の
建
設
的

な
意
見
や
、
、
｝
希
望
を
「
ハ
ガ
キ
」

に
よ
り
知
胚
に
寄
せ
て
も
ら
う
も

の
で
す
。

　
あ
て
名
が
記
入
し
て
あ
る
、
官

製
ハ
ガ
キ
が
役
場
に
あ
り
ま
す
の

で
、
、
）
利
用
く
だ
さ
い
。

（B）まつのやま

さ痂やか瘡

　　轟卵ノ設讐！イ
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i
N
N
ー

まつのやま（浦

ガスライター

ダッシュボードの上は

直射日光があたるので危険

　
手
軽
で
便
利
な
携
帯
用
簡
易
ガ

ス
ラ
イ
タ
ー
は
、
可
燃
性
高
圧
ガ
ス

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
直
射
日
光

や
高
温
の
場
所
お
よ
び
火
気
の
そ

ば
に
置
い
た
り
、
焼
却
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
．

　
携
帯
用
簡
易
ガ
ス
ラ
イ
タ
！
の
S

G
マ
ー
ク
認
定
基
準
に
よ
る
と
、

耐
熱
性
に
つ
い
て
は
温
度
五
十
五

度
で
四
時
間
お
い
た
と
き
、
燃
料

を
入
れ
た
部
分
に
変
化
が
な
い
こ

と
が
条
件
で
す
。

　
耐
圧
性
に
つ
い
て
は
、
温
度
五

十
七
度
で
使
用
燃
料
の
蒸
気
圧
の

二
倍
の
圧
力
を
燃
料
そ
う
内
部
に

／≧
∠
『

　諮　
　
0

㎜
〔

　　　　　電話利用のご案内

　　　　　　　　N　T　T　松之山電報電話局

●4月から電電公社は、N　T　T（日本電儒電

　話株式会社）となりました。

●毎月の基本料金に、下図のとおり内訳を設

　けました。

●電話機などを買い取ることができます。

　この場合、基本料金が、180円又は250円安

　く、なります。　（共同電話はできまぜん）
毎月の基本料金（松之山町の単独住宅用の傾

F＝芸＝r　電柱　　∠皿柱　　　　　　　　　　　！／1’ ！

囮臼2り｝　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　互
　保安器　　　　ローゼット　　・
　　　　　屋内配線　　　電話機等
喪K妹

書
一一q一←一端末設備部分→回線部分

　
　
あ

⑨
藷

↑
．

回線使用料’＋　配線使用料　　＋　機器使用料
（950円）　　（70円）1　　（180円）

　　　　　　　従来の基本料金（1，200）

加
え
た
と
き
、
燃
料
を
い
れ
た
部

分
に
き
裂
が
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
自
動
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の

上
に
置
い
た
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
が
、
突

然
バ
シ
ッ
と
い
う
音
が
し
て
破
裂

し
、
顔
と
腕
に
切
傷
を
負
う
事
故

が
お
き
て
い
ま
す
。

　
詞
題
の
ラ
イ
タ
ー
は
S
G
マ
ー
ク

製
品
で
す
か
ら
、
認
定
基
準
は
満

た
し
て
い
ま
し
た
。
破
裂
の
原
因

は
密
閉
さ
れ
た
車
内
の
温
度
が
上

昇
し
て
い
る
上
に
、
黒
っ
ぽ
い
ダ

ッ
シ
ユ
ボ
ー
ド
に
直
射
日
光
が
あ
た

　
っ
て
、
さ
ら
に
異
状
な
高
温
に
な

り
ラ
イ
タ
ー
に
カ
か
っ
た
圧
力
が

高
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
．
　
ど
ん
な
に
使
い
な
れ
た
生
活
用

品
で
も
時
折
、
取
扱
説
明
書
を
読

ん
で
、
使
用
方
法
に
誤
り
や
危
険

力
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
が
、
携
帯
用
簡

易
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
製
品
安
全
協
会
）

．
畠
3
7
響
昌
3
雪
。
8
3
冒
甲
3
一
8
7
8
3
。
7
畠
3
富
7
8
3
一
7
一
3
3
．
・
■
一
＝
一
7
畠
3
一
7
3
＝
0
7
8
一
一
一
智
3
3
胃

固
定
資
産
税
二
、
四
〇
〇
円
以
下

　
第
一
期
に
全
額
納
付
と
な
る

　
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
の
年
税
額
が
二
干
四
百
円

以
下
の
場
合
は
、
第
一
期
に
全
額

納
付
と
な
り
ま
し
た
。

罷
男

倉豊
　田

　北
　浦
　田

　西
　之
　前

　黒

▼
五
月
＋
七
日
働

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
松
之
山
の
一
部
・
新
山
・
水
梨
・

　
小
谷
・
大
荒
戸
・
藤
原
・
曽
根
・

新
田
・
上
の
山
・
湯
之
島
・
中

立
山
．
田
麦
立
・
月
池
・
坂
中
・

▼
五
月
二
十
九
日
㈱

　
午
後
．
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
光
間
・
上
川
手
二
二
桶
・
下
川

　
手
．
橋
詰
・
五
十
子
平
・
坪
野

　
赤
倉
．
東
山
・
上
蝦
池
・
下
蝦

池
・
東
川
・
藤
倉
・
中
尾

こ
よ
み

■
4
月
の
で
き
こ
と

－
日84日日

9
日

H
日

1512
日　日

16
日

26　25　24　22　20
日　日　日　日　日

雪
害
対
策
本
部
解
散

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

面
識
会

小
・
中
学
校
入
学
式

社
会
福
祉
協
議
会

道
路
愛
護
会
役
員
会

教
育
委
貝
会

土
地
改
良
協
議
会
役
員
会

消
防
幹
部
会
議

展
示
圃
打
合
せ
会

献
血
（
役
場
）

山
村
農
業
活
性
化
事
業
説

明
会
身
障
者
役
員
会

部
落
総
代
会

道
路
愛
護
会
総
会

共
済
嘱
託
員
会

傷
痩
軍
人
会

観
光
協
会
役
員
会

遺
族
会
役
員
会
・
総
会

農
業
委
員
会

■
5
月
の
予
定

9
日
　
観
光
協
会
総
会

　
ヨ
ー
［
｝
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

19
日
25
日
　
野
鳥
集
会

26

日
探
鳥
会

28
日
　
森
林
組
合
総
代
会


